
(57)【要約】

【課題】被覆チューブ内において光学繊維の束に塗布さ

れている潤滑剤が、光学繊維の束の先端部分に接着固定

された口金内を通ってしみ出さず、汚れのない初期の端

面状態を長期にわたって維持することができる内視鏡用

光学繊維束を提供すること。

【解決手段】多数の光学繊維が束ねられてそれら光学繊

維が固着一体化された先端部分１ａを、筒状の口金２に

通してその口金２内の空間に充填した接着剤３により口

金２に固着すると共に、口金２より後方においては、単

繊維毎に分離されて潤滑剤４が塗布された状態の光学繊

維の束１を可撓性外皮チューブ５で被覆した内視鏡用光

学繊維束において、口金２に、光学繊維の束１の先端部

分１ａが通される径で後端寄りの部分に形成された光学

繊維束受け孔２ａと、先端寄りの部分に光学繊維束受け

孔２ａより大きな径に形成された接着剤充填孔２ｂとを

形成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
多 数 の 光 学 繊 維 が 束 ね ら れ て そ れ ら 光 学 繊 維 が 固 着 一 体 化 さ れ た 先 端 部 分 を 、 筒 状 の 口 金
に 通 し て そ の 口 金 内 の 空 間 に 充 填 し た 接 着 剤 に よ り 上 記 口 金 に 固 着 す る と 共 に 、 上 記 口 金
よ り 後 方 に お い て は 、 単 繊 維 毎 に 分 離 さ れ て 潤 滑 剤 が 塗 布 さ れ た 状 態 の 上 記 光 学 繊 維 の 束
を 可 撓 性 外 皮 チ ュ ー ブ で 被 覆 し た 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 に お い て 、
　 上 記 口 金 に 、 上 記 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 が 通 さ れ る 径 で 後 端 寄 り の 部 分 に 形 成 さ れ た
光 学 繊 維 束 受 け 孔 と 、 先 端 寄 り の 部 分 に 上 記 光 学 繊 維 束 受 け 孔 よ り 大 き な 径 に 形 成 さ れ た
接 着 剤 充 填 孔 と を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 等 の よ う な 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 は 、 一 般 に 、 多 数 の 光
学 繊 維 が 束 ね ら れ て そ れ ら 光 学 繊 維 が 固 着 一 体 化 さ れ た 先 端 部 分 を 、 筒 状 の 口 金 に 通 し て
そ の 口 金 内 の 空 間 に 充 填 し た 接 着 剤 に よ り 口 金 に 固 着 し 、 口 金 よ り 後 方 に お い て は 、 単 繊
維 毎 に 分 離 さ れ て 潤 滑 剤 が 塗 布 さ れ た 状 態 の 光 学 繊 維 の 束 を 可 撓 性 外 皮 チ ュ ー ブ で 被 覆 し
た 構 成 に な っ て お り 、 潤 滑 剤 と し て 近 年 は 流 動 性 の あ る 液 状 シ リ コ ン 等 が 用 い ら れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ４ － １ ３ １ ０ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 に 取 り 付 け ら れ る 口 金 は 、 そ の 中 に 通 さ れ る 光
学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 の 外 径 寸 法 よ り 僅 か に 大 き な 内 径 寸 法 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 口 金 内 に 充 填 さ れ た 接 着 剤 を 硬 化 さ せ る 際 の 重 力 の 作 用 等 に よ っ て 、 図 ３
に 示 さ れ る よ う に 、 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 １ ａ が 口 金 ２ 内 の ど ち ら か の 方 向 に 寄 せ ら れ
た 状 態 に 出 来 上 が る 。 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 １ ａ の 断 面 形 状 が 楕 円 形 に な っ て い る よ う
な 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 １ ａ と 口 金 ２ と の 間 の 隙 間 の 大 き な 部 分 Ａ は 問 題 な
い が 、 極 め て 小 さ な 隙 間 に な る 部 分 Ｂ に は 、 接 着 剤 ３ が 表 面 張 力 や 粘 性 の 作 用 等 に よ っ て
う ま く 充 填 さ れ ず 、 月 日 の 経 過 に 伴 っ て 、 そ の 僅 か な 隙 間 か ら 流 動 性 の あ る 潤 滑 剤 が し み
出 し て 光 学 繊 維 束 の 端 面 に 付 着 し 、 著 し い 機 能 低 下 を ま ね く 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 被 覆 チ ュ ー ブ 内 に お い て 光 学 繊 維 の 束 に 塗 布 さ れ て い る 潤 滑 剤 が 、 光
学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 に 接 着 固 定 さ れ た 口 金 内 を 通 っ て し み 出 さ ず 、 汚 れ の な い 初 期 の 端
面 状 態 を 長 期 に わ た っ て 維 持 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 は 、 多 数 の 光 学 繊 維 が 束 ね ら
れ て そ れ ら 光 学 繊 維 が 固 着 一 体 化 さ れ た 先 端 部 分 を 、 筒 状 の 口 金 に 通 し て そ の 口 金 内 の 空
間 に 充 填 し た 接 着 剤 に よ り 口 金 に 固 着 す る と 共 に 、 口 金 よ り 後 方 に お い て は 、 単 繊 維 毎 に
分 離 さ れ て 潤 滑 剤 が 塗 布 さ れ た 状 態 の 光 学 繊 維 の 束 を 可 撓 性 外 皮 チ ュ ー ブ で 被 覆 し た 内 視
鏡 用 光 学 繊 維 束 に お い て 、 口 金 に 、 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 が 通 さ れ る 径 で 後 端 寄 り の 部
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分 に 形 成 さ れ た 光 学 繊 維 束 受 け 孔 と 、 先 端 寄 り の 部 分 に 光 学 繊 維 束 受 け 孔 よ り 大 き な 径 に
形 成 さ れ た 接 着 剤 充 填 孔 と を 形 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 口 金 に 、 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 が 通 さ れ る 径 で 後 端 寄 り の 部 分 に 形
成 さ れ た 光 学 繊 維 束 受 け 孔 と 、 先 端 寄 り の 部 分 に 光 学 繊 維 束 受 け 孔 よ り 大 き な 径 に 形 成 さ
れ た 接 着 剤 充 填 孔 と を 形 成 し た こ と に よ り 、 接 着 剤 充 填 孔 に お い て は 、 光 学 繊 維 の 束 の 先
端 部 分 の 外 面 と 口 金 の 内 面 と の 間 に 接 着 剤 が 充 填 さ れ る 隙 間 が 全 周 に わ た っ て 確 保 さ れ る
の で 、 被 覆 チ ュ ー ブ 内 に お い て 光 学 繊 維 の 束 に 塗 布 さ れ て い る 潤 滑 剤 が 、 光 学 繊 維 の 束 の
先 端 部 分 に 接 着 固 定 さ れ た 口 金 内 を 通 っ て し み 出 さ ず 、 汚 れ の な い 初 期 の 端 面 状 態 を 長 期
に わ た っ て 維 持 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 口 金 に 、 光 学 繊 維 の 束 の 先 端 部 分 が 通 さ れ る 径 で 後 端 寄 り の 部 分 に 形 成 さ れ た 光 学 繊 維
束 受 け 孔 と 、 先 端 寄 り の 部 分 に 光 学 繊 維 束 受 け 孔 よ り 大 き な 径 に 形 成 さ れ た 接 着 剤 充 填 孔
と を 形 成 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 を イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル に 適 用 し た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維
束 の 先 端 付 近 を 示 し て お り 、 光 学 繊 維 の 束 １ は 、 直 径 が １ ０ μ ｍ 程 度 の 光 学 繊 維 を 数 千 本
～ 数 万 本 束 ね て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 そ れ ら 光 学 繊 維 が 互 い に 固 着 一 体 化 さ れ て 予 め リ ジ ッ ド に な っ て い る 先 端 部 分
１ ａ は 、 円 筒 状 の 口 金 ２ に 通 さ れ て 口 金 ２ 内 の 空 間 に 充 填 さ れ た 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 系 接
着 剤 等 の よ う な 接 着 剤 ３ に よ り 口 金 ２ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 口 金 ２ よ り 後 方 の 部 分 に お い て は 、 光 学 繊 維 の 束 １ は 単 繊 維 毎 に 分 離 さ れ て い て 、 例 え
ば 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 粉 末 を 溶 解 し た 液 状 シ リ コ ン 等 の よ う な 流 動 性 の あ る 潤 滑 剤 ４ が 塗 布
さ れ 、 光 学 繊 維 の 束 １ を 被 覆 す る 可 撓 性 外 皮 チ ュ ー ブ ５ の 端 部 が 口 金 ２ の 後 端 部 分 付 近 に
密 接 固 定 さ れ て 、 潤 滑 剤 ４ が 外 部 に 漏 れ 出 さ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 の 口 金 ２ の 内 径 部 分 に は 、 光 学 繊 維 の 束 １ の
リ ジ ッ ド な 先 端 部 分 １ ａ が 通 さ れ る 径 で 口 金 ２ の 後 端 寄 り の 部 分 に 形 成 さ れ た 光 学 繊 維 束
受 け 孔 ２ ａ と 、 口 金 ２ の 先 端 寄 り の 部 分 に 光 学 繊 維 束 受 け 孔 ２ ａ よ り 大 き な 径 に 形 成 さ れ
た 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ と が 同 軸 線 上 に 連 続 し て 形 成 さ れ 、 接 着 剤 ３ は 少 な く と も 接 着 剤 充 填
孔 ２ ｂ 内 に 充 填 さ れ て い る 。 接 着 剤 ３ を 光 学 繊 維 束 受 け 孔 ２ ａ 内 ま で 充 填 し て も 差 し 支 え
な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 結 果 、 図 １ に お け る II－ II断 面 を 図 示 す る 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 接 着 剤 ３ の 硬 化
時 等 に 光 学 繊 維 の 束 １ の 先 端 部 分 １ ａ が 重 力 の 作 用 等 に よ り 光 学 繊 維 束 受 け 孔 ２ ａ 内 に お
い て ど ち ら か の 方 向 に 寄 せ ら れ て も 、 少 な く と も 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ 内 に お い て は 、 光 学 繊
維 の 束 １ の 先 端 部 分 １ ａ の 外 面 と 口 金 ２ の 内 面 と の 間 に 接 着 剤 ３ が 回 り 込 む だ け の 隙 間 が
全 周 に わ た っ て 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 口 金 ２ 内 の 空 間 は 少 な く と も 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ 部 分 に お い て 接 着 剤 ３ に よ
っ て 完 全 に 封 止 さ れ 、 潤 滑 剤 ４ が 口 金 ２ の 外 面 側 に し み 出 さ な い 。 な お 、 そ の よ う に す る
た め に は 、 接 着 剤 ３ の 種 類 に も よ る が 、 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ 内 に お い て 光 学 繊 維 の 束 １ の 先
端 部 分 １ ａ の 外 面 と 口 金 ２ の 内 面 と の 間 に 、 少 な く と も ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 隙 間 が 確 保 さ れ
る よ う に 寸 法 設 定 を す れ ば よ い 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 光 学 繊 維 束 受 け 孔 ２ ａ
と 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ と が 偏 心 し て い て も 、 接 着 剤 充 填 孔 ２ ｂ 内 に お い て 光 学 繊 維 の 束 １ の
先 端 部 分 １ ａ の 外 面 と 口 金 ２ の 内 面 と の 間 に 少 な く と も ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 隙 間 が 全 周 に わ
た っ て 確 保 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 を 流 動 性 が さ ほ ど 高 く な い 潤 滑 剤 ４ が 用 い ら れ た 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 に 適
用 し て も よ く 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル に 適 用 し て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 の 図 １ に お け る II－ II断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 光 学 繊 維 束 の 先 端 部 分 の 軸 線 に 対 し て 垂 直 な 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 光 学 繊 維 の 束
　 １ ａ 　 先 端 部 分
　 ２ 　 口 金
　 ２ ａ 　 光 学 繊 維 束 受 け 孔
　 ２ ｂ 　 接 着 剤 充 填 孔
　 ３ 　 接 着 剤
　 ４ 　 潤 滑 剤
　 ５ 　 可 撓 性 外 皮 チ ュ ー ブ
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